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研究成果の概要（和文）： 

Porphyromonas gingivalis (P. gingivalis）の線毛を General Electric 社の GE ATKA prime 
plusを使用し、線毛の精製を行っているが、精製が過程で線毛のロスが著しく、現在も、精製
法の確立を目指して、実験を継続している。また、その精製線毛の生物活性を検討した結果、
細胞付着能、サイトカイン誘導能などを有することを確認し、また、新たな生物活性として単
球の細胞死抑制作用を見出した。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 We have been purified the fimbriae of Porphyromonas gingivalis (P. gingivalis）by using 
GE ATKA plus purchased from General Electric Company. However, we can not obtain the 
significant amount of the fimbriae for research, and then, we continue to establish 
methods of purification of the fimbriae; because it is clearly essential to establish 
the procedure of the purified fimbriae in the study of pathogenic mechanisms of the 
bacteria. It was demonstrated that the purified fimbriae bind to the cell and induced 
the inflammation cytokine, on the other hand, we found the new biological activity of 
the fimbriae that inhibit the apoptosis of the monocyte like cells, in this study.  
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１．研究開始当初の背景 
歯周炎に罹患している患者の口腔内には、

既に金属を中心としたバイオマテリアルが
装着されているケースが多いが、その金属と
歯周炎との関連性に注目した研究は少ない
ので、その点について検討することは意義あ

ることと考えた。また、歯周病原性細菌
Porphyromonas gingivalisは、線毛を有し、
また、線毛強発現株は、病原性が非常に高
いことが報告されている。そこで、本菌が、
歯科の金属材料に付着するか否か検討し、
その付着に、本菌線毛を介するか否かにつ

機関番号：32404 

研究種目：基盤研究 (C) 

研究期間：2009  ～  2011 

課題番号：21592660 

研究課題名（和文） 歯科バイオマテリアルへの歯周病原細菌の付着機構と特異的抗体による

阻害に関する研究 

研究課題名（英文） A study for the adherence of pathogens for the periodontal disease 

to the dental materials and for the inhibition effect of specific antibodies to the 

bacteria. 

研究代表者 

安井 利一（YASUI TOSHIKAZU） 

研究者番号：20146252 

 

 



いて検討を加えることは意義あることと考
え、実験を行った。 
 

２．研究の目的 
わが国では、歯周炎患者が増加している。

歯周炎に罹患している患者の口腔内には、既
に金属を中心としたバイオマテリアルが装
着されているケースが多いが、その金属と歯
周炎との関連性に注目した研究は少ない。そ
こで、本研究では、歯科用バイオマテリアル
が歯周炎の発症と進行に、密接に関係するリ
スクファクターになる可能性について研究
を行う。さらに、そのリスクを軽減する方策
についても検討することを目的とする。 
 

３．研究の方法 
（ 1 ） Porphyromonas gingivalis (P. 

gingivalis)  
P. gingivalis は、 ATCC33277 株を使用し

た。 
 
（2）P. gingivalis 線毛の抽出と精製法の

確立 

P. gingivalisATCC33277 株を培養後、

遠心にて回収し、物理的に線毛を菌体か

ら剥離させる。線毛を含む上清画分に

40%飽和硫酸アンモニウムを加え、タンパ

ク質を塩析させた後、透析したものを、

タンパク質画分として、DEAE Sepharose 

Fast Flow clumn (GE Healthcare) に吸

着させ、0から 1 Mの NaCl 直線濃度勾配

溶出法で精製線毛を分画し、得られた線

毛を、SDS-PAGEの気泳動で、単一バンド

であることを確認した。GE 社の GE ATKA 

prime plusを使用し、線毛の精製を行っ

ているが、精製が過程で線毛のロスが著

しく、現在も、精製法の確立を継続して

いる。 
 
（2）精製した P. gingivalis 線毛の生物活

性の検討 

精製した Porphyromonas gingivalis (P. 
gingivalis）線毛は、強いサイトカイン

誘導作用を有している。そこで、精製し

た線毛が、その活性を有していることを

確認する目的で、マクロファージ様細胞

RAW264.7 細胞のサイトカイン誘導能に

ついて確認した。 

また、単球様細胞として M1 細胞を用い

て、P. gingivalis 線毛の細胞死に対す

る影響を検討した。 

 
４．研究成果 
 （ 1 ） Porphyromonas gingivalis (P. 

gingivalis) 線毛の抽出と精製法の確立 
培養した P. gingivalis から DEAE 

Sepharose Fast Flow clumn (GE 
Healthcare) を使用し、得た精製線毛を分
画し、得られた線毛を、SDS-PAGEの気泳動
で、単一バンドであることを確認した。 
しかしながら、精製が過程で線毛のロス

が著しく、現在も、精製法の確立を継続し
ている。 

しかしながら、精製過程で線毛のロス

が著しく、採取できた本菌線毛量もわず

かであった。本菌線毛の精製を確認する

ために、IODON-BEADS iodination regent

で標識した本菌線毛のオートラジオグラ

フィーによって確認を行った（図 1）。現

在も、精製法の確立を継続している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（1）P. gingivalis 線毛の生物活性の検討 

P. gingivalis 線毛は、強いサイトカイ

ン誘導作用を有していることが示されて

いる。そこで、精製した線毛が、その活性

を有していることを確認する目的で、マク

ロファージ様細胞 RAW264.7 細胞のサイト

カイン誘導能について確認した。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
また、単球様細胞への分化能を有する M1

細胞を用いて、本菌線毛の生物活性につい

図 1 P. gingivalis 線毛 

図 2 P. gingivalis 線毛の細胞死抑制作用 



て検討を行った際に、その線毛の細胞死抑
制作用を見出した。この作用は、本菌線毛
の新たな生物活性であることから、この点
も検討を加え、本細胞のアポトーシスの阻
害であることを示した（図 2）。 
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